
令和７年度第１回旭川方面名寄警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和７年６月23日（月）午後２時30分から午後３時30分までの間

２ 開催場所

名寄警察署 大会議室

３ 出席者

⑴ 協議会委員 ６名（定員８名）

会 長 林 壽和

副 会 長 得能あけみ

委 員 齊藤 美代子、中河内 斉、卯子澤 隆、下村 弘之

⑵ 旭川方面公安委員会 １名

委 員 進藤 正明

⑶ 警 察 署 員 10名

署 長 菊地 俊也

副 署 長 竹中 洋平

二瓶 祥司分庁舎所長

警務課長 井上 純一

土田 雅幸生活安全課長

地域課長 佐々木 暢

刑事課長 佐藤 克幸

交通課長 横岸澤龍二

警務係長

警備係長

４ 会長・副会長挨拶

５ 公安委員挨拶

６ 署長挨拶

７ 懲戒処分等報告について

８ 管内概況等説明

９ 委員からの要望・意見と警察の説明

⑴ 「ほくと君」を活用した啓発などについて

委員 地域の福祉事業等の行事で 「ほくと君」も参加して防犯啓発活動を実施、

することは可能か。

「ほくと君」を活用して啓発を行えば、より啓発効果が見込まれると思わ

れる。

「 」 、警察 前回協議会で意見があった ほくと君 を活用しての啓発活動については

本年７月６日開催予定の「ふれあい広場2025なよろ」への参加が決定してお

り、当日は名寄警察署のブースを設け 「ほくと君」が参加しての防犯、警、

察官採用募集などの啓発活動を実施する予定である。



⑵ 特殊詐欺情勢などについて

委員 名寄署管内における「特殊詐欺事件」について、どのような事案があった

のか、被害状況などについて聞きたい。

また、菊地新署長の着任時の抱負で「被害にあわないよう広報していく」

との新聞記事を見たが、対策について聞きたい。

警察 先日発生したサポート詐欺の被害状況を紹介すると、被害者がパソコン画

面に表示された広告をクリックしたところ 「ウイルスに感染した」という、

警告表示が示され、その画面に表示された電話番号に連絡した結果、言葉巧

みに個人情報が聞き出され、被害者のインターネットバンキング口座から約

1,700万円が引き出された、というものになる。

特殊詐欺の対策としては、警察署ホームページを活用した発生状況の周知

や、マスコットキャラクターやオリンピック金メダリストを広報大使、一日

警察署長にそれぞれ委嘱しての特殊詐欺防止啓発活動などを実施している。

また、地域警察官が巡回連絡等の際に特殊詐欺やＳＮＳ型投資・ロマンス

詐欺の危険性について説明して防犯意識の高揚を図っているほか、海外拠点

からの固定電話に対する国際電話利用休止を支援する活動や、不審電話を判

断するためのナンバーディスプレイ申込み支援など、幅広いジャンルを活用

した多角的な対策を行っている。

⑶ 巡回連絡の周知化について

、 、 。委員 消防の巡回などは 事前に広報紙などで該当地域 日時などが知らされる

、 。警察官の巡回連絡についても 広報紙等で日時を周知化することは可能か

警察 各警察官が担当地区について、平素から巡回連絡等を行っているが、これ

まで期日を決め、周知した活動は実施していない。

意見について検討したい。

10 次回の開催予定

令和７年９月を予定


